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高lJ腎血管に関する会u見は主として動静脈に就ての記載で，殊に動脈に関しては皮質及髄質を
夫々栄養濯概する経過として解剖学的に詳細な遁及がなされているにも拘らず(1)(2〉，命比較解
剖学的にさI:IJ然としない点が多々認められる様である。従って微細血管の分布状態も，その一般
的経過は不明確乍ら記載を見るが(3〉(4he皮質各居に於ける分布構造上の特異点，髄質細胞群と
関連せる特殊な分布様相或は皮髄間の相互関係等向究明を要する点が多く，高lJ腎機能を解明す
る組織生理学的基礎として等関税出来ないものと思われる O 私は上述の観点より副腎微細血管
の分布様相を明かにしたいと考え，本実験を試みたので主主に御報告する共第である。 
IL 実験動物双方法
実験動物は主として体重2乃至 3kgの成熟猫で，
雌雄を問わず26頭を実験に供した。 
実験方法は小川氏の血管内色素注入法仰を用い，

第 1図の如く装置し，動脈カヌ{レを腹動脈に，静

脈カヌ{レを腹静脈に夫々挿入し副腎以外に赴く分

枝は可及的結殺し，出来るだけ生理的条件を満足さ

せながら 90乃至 100mm粍水銀柱の圧で、濯流を行

ぃ，リンゲ、 l~液にて血液を駆出させた後，墨リング 
ノL液に切換え，充分に注入を実胞，終了後厚ちに冷
却せる 20%フ才ルマリシ水にて固定，凍結或はセロ
イジシ包地で， 100乃至 200ド前後の厚い連続切片
を作製，双眼実体顕徴鏡下に順層観察を行ったので
第 1図実験装置
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あるが，向この間必要に応じ，夫々所用の染色標本
を作製して検索した。
11.観察所見
高u腎に分布する動脈は主として被膜に於て粗槌な
る小動脈網 (NKA)を形成し，概ね副腎被膜の全域
に及ぶ。副腎から還流する静-脈は一般に二通りの型
式があれその一つは皮質を濯慨して被膜にかえる
もので，被膜に於ける小静脈網 (NKV)は小動脈網
(NKA)とは無関係に，極めて粗槌な網膜を形成し
つ L副腎を去るものであるが，他は髄質に於て副腎
全域よりの血流を集めて中心静脈 (CV)となって副
腎を去るものである。
以下之等の動脈及静脈を連絡する微細血管の分布
様相に就いて皮質髄質の二部に分けて検索すると共 
に，血行上の特異所見を追及して見る事とする。 
1. 皮質に於ける所見(第 2図より第8図迄参照〉
被膜の小動脈網くNKA)より出た毛細動脈 (AOt)
は，皮質に達すると数分枝して，先ず皮質強状層の
毛細管網 (Cnt)となるもので，此の毛細管網は更
に索状層，網状層へと移行して，皮質全般にわたる
ものであるが9 皮質の各層に於ける細胞の性状が異
るに従い，分布状態にも多少の差冥が認められる。
盤状層に於ける毛細管網 (Cnt)は，段子形の網
工 (68.5士1.45のを持つもので，細胞間を濯慨し，
血管口径 (3.41士 0.22のは副腎に於て最も線細で
ある。此のものは索状層 (Cnρ に移行するに従lt'，
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第 2図副腎に於ける血行模式図
、 
PV 
漸次口径 (4.36士1.45[1.)を増加すると共に，索状
を呈する細胞層に纏絡しつ L不E長方形の網工(長
径 218士 18.5(J"短径39.5土1.14[1，)を形成する。
此の雫細管網 (Cn~) は，更に索状層 (Cn 3) に移
行するが，網状層に於ける分布様相は盤状層同様極
めて不規則で，不正多角の網工 (62.5土 '3.65ゆを
持ち，血管口径く8.38士 0.54のは前二層に於ける
ものに比較すると一般に太く，盤状層のものに比し 
分|技吻合度が増している。而も此の傾向は髄質に近
づくにつれ一層著明に観察される様で、ある。斯様に
網状層に達した毛細管網 (Cn3)は大部は髄質血管
に移行するが，一部は皮髄聞に於て集合・的に毛細静 
脈 (PVめとなり，皮質を穿通して被膜の小静脈網
に合流するものである。此の穿通静脈 (PV)は一
般にその数少く，被膜の小動脈網 (NKA)より皮質
を穿通して髄質を、濯慨する毛細i動脈 (PAo)に沿っ
て逆行するものも見られる。向皮質微細血管を濯流
中に屡々認められる事は，濯流条件の差異が直ちに
分布構造所見に~化をもたらすことで，血管壁の
T剖 lU8が失われない中に暴リングノL液の流入が始
るとき，索状層毛細管網(Cn2)の収縮所見が高度
に認められ， 且つ毛主状層の毛細管網 (Cnl)より部
分的に，墨粒子の透過が観察される。然しながら斯
様な愛化は，血管破綻による所見とは認められず，
陸自体に於ける透過性の密化が，もたらした結果と
考えられる様である。而もこの様な盤状層毛細管網
の透過允進所見は，濯流の際 TonU8が全く失われ
たと思われる時期に(リンゲル液濯流を 15分乃至 
20分位行った時)，曇リ:/ゲノL液流入が始、るときに
も認められるが，此の場合には強状層毛細管網 
(Cnt)の全般にわたり破綻は見品せなし、が，著しく
拡張した像を示し広汎に墨粒子の透過が見られ，索
状層毛純管網 (Cn2)Vこ於ては強縮様所見は全く観
察されないのである。 
2. 髄質に於ける所見(第 2図，第 5図，第 8図
及第9図参照〉
被膜直下の小野]脈網 (NKA)より分校し皮質を穿
通して髄質に赴，く小動脈枝 (PA)は，途中分校する
事なく髄質に達した後，直ちに 2乃至3分校して毛
細動脈(PAo)となり，更に髄質細胞を図様纏絡する
比較的織密な網工を持つ毛細管網くMCn)となる。
此の毛細管網は血管口径 (9.83士 0.78(J，)柏、々太し
その網工は部位によって粗密があり，殊にグロ{ム
噂好性細胞或は神経節細胞の集団と思われる部{立に
はJ 極めて紙密な網主 (SCn)を形成するもので， -
細胞集団の状況により盤状或は索状に不完全な洞様
血管の所見を示し，血管口径(11.33土 OA2!のも太
く，髄質全域にわたり各所に認められる。斯様な毛
細管網 (MCn及 SCn)の他に，皮質索状層より移
行した所の毛細管網は，髄質の皮質寄りの部で樹枝
状に相集合して小一静脈枝 (MKV)となるが，斯かる
小静脈枝は相互に相吻合して，髄質内に小静脈網
(NMV)を形成し漸次中心静脈 (CV)に移行するも
ので，前記の髄質細胞群に分布する毛前Il管網 (MCn
及 SCn)とは互に杭;錯綜し且吻合交通レつ L経過す
るものである。
IV. 考 按
高Ij腎の徴細血管分布構造は副腎の機能と共に生理
学的に興味のもたれる点で，殊に髄質血管に於ては
アドレナリ γ分yl~~こ伴う血管壁構造の特異形像に就
て，古くから静脈筋層構造を中心に多くの見解仰の
があるが，微細血管に関しては副腎機能との連関に
於て考察されてし、る報告は少し、様である。副腎血管
が複雑なる副腎機能J同に{半って，特異な形像を呈す 
るであろうと云う事は当然考えられる事で，私の追
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及した分布構造の所見に於ても皮髄間に判然とした
差異が認められ，皮質に於ては皮質各細胞層を閤擦
纏絡する線細な血管網主として観察され，髄質に於
ては主としてクローム曙好性細胞或は神経節細胞の
集団と思われる部に，屡々血管盤状或は索状に洞様
血管仰の状態を示してし、る。殊に皮質盤状層に於け
る微細血管は，壁透過性の愛化に伴うものと思われ
る墨リシゲノL液の血管外透過所見が，濯流状件に依
り屡々認められること，叉索状層の毛細管網に著し
い収縮所見が認められる事等，壁自体の構造からみ
ても特異と思われる様な点も考えられる。斯様な形
態的な諸形像が，直ちに副腎機能の或るものを代表
するとは断言出来ないけれども，副腎機能の今後の
研究に際し興味のもたれる点である。就中髄質に於
けるクロ{ム曙好性細胞，或は神経節細胞の集団主
思われる部位に見られる洞様血管の所見は，此の部
に於ける旺盛なる代謝を物語る形態的特徴と考えて
も不当ではなからうと思われる。
向副腎の皮質及び髄質が別個の濯i既領域を示して
レる事は，私共の所見でも判然として居り，特に髄
質に起:く細動脈が主として被膜動脈網より出る穿通
細動脈枝として認められる事は，従来髄質動脈に関
する多くの異見刊に対し一見解を示すものと考えら
れる。叉髄質毛細管の血流は中心静脈へ集合・される
ものであるが，此の点に関し一部は皮質を穿通し被
膜の静脈に，他は中心静脈に集合されるとの観察仰
もあるが，私の所見で、は被膜へ還るものは，皮質を
濯慨したものふ一部が皮髄問(皮質基底〉で集合さ
れて穿通静脈となるもので，髄質に於ける血行とは
無関係と考えられる。 
v. 総指
私は猫副腎に於ける微細血管分布を生体内色素注入法を用いて遁及した結果，次に列挙する
様な所見を得た。 
1. 副腎皮質と髄質の微細血管は別個の濯瓶領域を示し，良質のものは被膜の動脈網より出
た細動脈枝により濯概された後，一部は皮質基底に於て細静脈となり，皮質を穿通して被膜の
静脈網に注ぐ細静脈校となるか，大部は髄質に移行して毛細静脈小静脈網となって髄質中心静
脈に入る。髄質のものは同様被膜の動脈網より出る穿通勤脈校によって濯概され髄質中心静脈
に集合されるO 
2. 皮質毛細管網は線細で盤状屠に於ては陵子形の，索状暦に於ては長方形の，網状屠に於
では不正多角形の網眼を持ち，夫々各細胞屠を囲鏡纏絡する O 
3. 皮質毛主状居の毛細管網は壁透過性の変化に伴ぃ，墨リングル液の血管外透過所-見が認め
られ，叉索状居の毛細管網には著しい収縮所見が見られる等特異形像が観察される。 
4. 髄質に於てはクローム噌好性細胞或は神経節細胞の集団と思われる部位では血管毛主状或
は索状に洞様血管の状を示している O
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附 図
第3図副腎被膜に於ける小動脈網 第 5図 皮質に於ける微細血管の経過
(表面より観察Lノたもの〉
↑NKAは被膜の小動脈網
第 4図皮質に於ける徴制1血管分布 
索状層毛細管網は
般に収縮様所見を
一 不 す
被膜の直下は盤状層の毛細管網
皮膜 
皮質に於ける相伴って経過する穿通動静脈
第 6図 副官、皮質微細血管の特異所見
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第7図副腎被膜及皮質に於ける微細血管分布 第9図高IJ腎髄質に於ける徴細血管分布
(墨リング峨流入が，血管の Tonus

が失われた後，始まった標本 / 

中心静肱
被膜に於ける小動脈網
毛主状層毛細管網は拡張且墨リ Yゲ、ノL液の透過所
見あり，索状層毛細管網は拡張所見を示す。
第 8図副腎皮髄聞に於ける微細血管の経過 
PA 
穿通動肱 CPA)の経過を示す。
(其のり
(其のめ
枠内はクロームl警好性細胞或
は神経節細胞の集団を示す。
